
”
吟
を
学
び

吟
を
楽
レ
む
“
場
づ
く
り

”千
里
鶯
晴
い
て
緑
紅
に
映
ず
‥
“
　

杜
牧

ま
さ
に
、

「江
南
の
春
」
を
思
わ
ず
吟
じ

た
く
な
る
候
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
震
災
か
ら
早

一
年
余
を
経
過
し
て
お

り
ま
す
が
、
派
生
し
た
幾
多
の
問
題
は
む
し

る
こ
れ
か
ら
大
き
く
私
共
の
前
に
立
は
だ
か

をっま
ひメ
愛
鴻
マ販
無
澪
プ
醜
燃
卸
粥
あ
神

い
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

平
成
廿
四
年
度
の

「昇
伝
審
査
会
」
が
、

去
る
四
月
廿
二
日

（日
）
に
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
今
年
の
受
審
者
の
方
は
過
去
最
高
の

手
咸
二
十
四
年
書
精
流
指
標

清
者

の
気

会
長
　
鈴
木
　
龍
成

百
五
十
二
名
の
多
人
数
に
の
ば
り

「千
代
田
」

の
活
気
を
こ
の
場
に
結
集
し
た
感
じ
で
し
た
。

審
査
をご
担
当
頂
いた
、奥
村
精
嘩
先
生
、

賑
硲
酬
灘
菫
洗
」
権
戦猥
鵬調
泣
締
味脚熱

［
れ
社
が
発
融
諄
瞭
封
げ
翻
凝
てお
絵
燿
暉

雄ぼ
沖批参
加者
全
員
の皆
様
に感
謝
申
し

遇
猜
縮
“謙
趾
績熱
ぼ輌
破
縦
勒
餅硼
り
凝

漏
縮
つ会場
江請
”
江精
「ゎこれ繊寄
鴎
硼
ガ
蹴

へと帥”幼
臨
盪酪
統
臥
だ
、
わ
れ一鯵
“翻
祉

鶏
¨
い
「多静
査っ雑
」Ｍ
離
もっ既
に圏
ル
権
一す。

日牡
瀬
強
ぼヽ
帖
却
電対
だ
に向
か
って進

ん瞭
晰
畦薇
」
連ょ
コぅガ
ク
‐
ル
ヘの、　新
入

絵
韻
コを玲
効移
パ
“け
餃
翻
硼
「戦Ｆ
ほ
隅
賓

”鴻
厳
り
喘
媛
強
幡
渤
弊
雌
働
“帥
頒腱
射

“鵬
劫
如
畦
往
”
厳
り
会っど
ぃ
“
睫離
鵬
れ

彬
崎
舗
鋤
自．謙
藤
修．錮
婦
躍
酢曲酢
鶴
赫
言．

銭
賭
∝蹴
康
け
ば
詠「騰
殖
な
け
ば
“噺
れ
騨

した
次第
です
。

年， 賤
「‐ろ檬年「、』「
（生教嘲成（で鰤瑯中期熱珈

岳精流日本今虎
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千代田岳精会教場組織図

平成 24年度

会長

鈴木 龍成

千 代 田 岳 精 会 教 場 組 織 図

H24・ 5。 1

副会長

山口 隆風 (筆頭)
(兼 。業務推進委員長)

菅原 龍琴
(兼 。女子部部長)

菊地 駿風
(兼・経理部門りづ

゛
→

酒井 帆風
(兼・総務部門リータ

や―
)

徳本 順風
(兼・許証部門リーダーl

最高顧問

飯田 積鷺

常任顧問

θ磯日 精信
9岩崎 龍慶
吉川 龍鐘
林  龍吾
村上 龍道

代々木分室 :

神 田 教 場

丸の内女子教場 :

2

教場長

副教場長

分室長

教場長

副教場長

副教場長

分室長

分室長

分室長
~Jl分
室長

分室長

教場長

副教場長

分室長

分室顧F・5

分室長

副分室長

代表

分室長

副分室長

分室長

副分室長

教場長

副教場長

副教場長

分室顧間

分室長

分室長

教場長

副教場長

副教場長

分室長

分室長

舞

冨嗜舞

副教場長

分室長

教場長

副舞

教場長

教場長代行

副教場長

教場長

教場長代行

教場長

副教場長

副教場長

分室長

大熊 精治 (龍
福田 玲子 (伶
山口富美子 (朱

山口 隆久 (隆
人酵  豊 (仁
窪田 都香 (香
太田 君江 (龍
本多 数子 (凛
高橋 辰巳 (辰
大飼  尭 (尭
廣日 イミ (了

菊地 利廣 (駿
前田 道紀 (道

本荘由紀子 (麗

渋谷 辰夫 (辰

勝村 懲三 (忠
橋本 隆一 (隆
菊亀 rll鷲 (駿

荒井さい子 (彩

村林美恵子 (恵

小林 智子 (明
小谷野弘子 (弘

宮武 保義 (峰
徳本 順治 (順
船津 英世 (英

）

瀞

励

励

励
闘

局

攀

齢

励

齢

闘

励

励

■

麟

動
い剰

射

麟

射

鋤

ｍ

隷

　

励

励

莉

、ヽ、...′

村上 恒道 (龍 道)
徳本 順治 (順 風)
大槻 二郎 (鉾 風)

池田 康子 (康 風)
村井 蓉子 (蓉 風)
宮川 武郎 (丞 泉)
田中さだ子 (錦 泉)
小林 公子 (公 山)｀~/

萩原 晴久 (晴 山)
石田 勝美 (勝 泉)
大飼 勇雄 (勇 泉)
二官 祥修 (祥 山)

菅原 純子 (龍
藤原 寿子 (寿

酒井 繁行 (帆
橋本 厚子 (淳
上村 芳子 (芳

酒井 繁行 (帆
出水田好徳 (鶴

荻   裕 (裕
植村  務 (太
太日 悦子 (緑

西山 定男 (定

豹

麟

　

励

則

ｍ

　

励

崎

　

励

励

ｍ

鋤
教場長主幹   1  宮武 峰風

女子部部長   1  菅原 龍琴

桜ヶ丘分室 :

顧問

耳塚 昇風
(監査)

大熊 龍清
(会員増大

担当)

城戸 稲風
研 修 。吟力

向上担当)

前田道風 (主幹)

太田龍翠

花山龍桜

人田仁風 直曜

業務推進委員会

(構成委員 会長・兼務副会長
教場長・部門リータ―゙)

委員長  山口 隆風 (九二)
副委員長 人田 仁風 (丸二)

池田 康風 (神田)
萩原 晴山 (ハザマ)

ハザマ ニ宮 祥山
丸女  菅原 龍琴
新宿  酒井 帆風
新宿  橋本 淳風
新宿第二出水田鶴山

鎌ヶ谷 荻  裕風
市川  西山 定山

丸一  大熊 龍清
九二  犬飼 発山
東陽町 菊地 駿風
″  前田 道風
清水  宮武 峰風
〃  徳本 順風



千代田岳精会部門組織図

平成 24年度 千 代 田 岳 精 会 部 門 組 織 図

会長

鈴木 龍成

副会長

山口 隆風 (筆頭)
(兼・業務推進委員長)

菅原 龍琴
(兼・女子部部長)

菊地 駿風
(兼 。経理部門リブ ‐゙)

酒井 帆風
(兼・総務部門リータ

゛
→

くみ督糧≧饉部門卿η

最高顧問

飯田 精鷺

常任顧問

磯籍・精信

岩崎 龍慶

吉川 龍鐘
林  龍吾
村上 龍道

H24年 5月 1日

菅原 龍琴 (丸 女)
太田 龍翠 (草 力1)
花山 龍桜 (東陽町)
池日 康風 (神 田)
橋本 淳風 〔新 宿)

山手 遥山 (丸 女)

城戸 稲風 (ハザマ)
前田 道風 (東陽町)
前原 秀山 (丸 二)
本多 凛山 (丸 女)
橋本 隆泉 (東陽町)
宮り:1 丞泉 (神 田)
宮野 幸雄 (東陽鴫
森山 仙泉 (丸 女)

渋谷 辰風 (銀 励

大槻 鉾風 (逗 葉)
上田 機  (腸町)_

長

議

″

″

″

″

部

副

一

問

ダ

ブ

顧
奸
サ
″
″
″
″
椎

演 奏研 修 |

担 当

吟 楽 部

弘 報 部 門 :

リーダー

サ ブ
″

リーダー

サ ブ
″

顧間

リーダー

サ ブ

リーダー

サ ブ

リーダー

サ ブ

リーダー

サ ブ

リーダー

サ ブ
″

リーダー

サ ブ
″

リーダー

サ ブ
〃

リーダー

サ ブ
″

(九 二)
(ハザマ)

総
ザ
冨■

(新 宿)

動
蘇
鉢
　
針
厖
畑

定山 (市 りI:)
寿山 (丸 ガ
政泉 (ハザマ)

千峰 (千峰流)

宝泉 (ハザマ)

緑山 (鎌ヶ谷)

隆泉 (神楽坂)

凛山 (日暮里)

璃体 順風 6畿義醸)
粕川 紘山 (神 日)

本

多

・

橋

本

Ｉ

山

泉
　
山

山

山

尭

勝

祥

洋

勝

飼

田

宮

崎

塚

大

石
　
一
一
山

手

人田 仁風 (九 二)
星野 久風 (清 水)
植村 太風 (鎌ヶ谷)

酒井 帆風 (新 宿)
出水田鶴山 (新宿二)

蒐場 一泉 (丸 二)

菊地 駿風 (東陽町)
加藤 有山 (新 宿)′

西山 定山 (市 メ:D
渡邊 慎二 (調 布)

教場長主幹   1  宮武 峰風

女子部部長   1  菅原 龍琴
3

顧間

耳塚 昇風
(監査 )

大熊 龍清
(会員増大担

当)

城戸 稲風
(研修・吟力

向上担当)

前田道風 (主幹)

大田龍翠

花山龍桜

八日仁風

業務推進委員会

(構成委員 会長・兼務副会長
教場長・部F]リーダ→

委員長  山口 隆風 (九二)
副委員長 人田 仁風 (丸二)

池田 康風 (神田)
萩原 晴山 (ハザマ)

理 部 Fl

(会計担当)
ハザマ 萩原 晴山
〃  二宮 祥山
丸女  管原 龍琴
新宿  酒井 帆風
新宿  橋本 淳風
新宿第二出水田鶴山

鎌ヶ谷 荻  裕風
市川  西山 定山

清

山
風
風
風

風
風

龍
尭
駿
道

峰

順
康

鎌
爛

拙
細
織
鱗

卸

町

一
二
陽

″
水

″
田

丸

丸

東

　

清

　

神



初         中格と丁露 に奥も下 と
伝         伝で思寧

ゝ
一お村の通会初今

昇         昇しわな高人避精華り場め年

伝         伝たれごいひえ嘩やにはての

著         者ェ事熙蒸ぢ与真聡厭暮要馨
新同同同ハ神同東同同同丸 同同鎌肝
宿   ぞ霊霧螂爾奮 冥 需 基

志楽 V暮  第 J:|
茂坂  里 二 V

ざ全みが量
°
先き交溢たは

堅
甦震遷醤嚢董喜趙丞轟壼箇埜轟算亀覇蕃虫軋

寅青じ曇を1量曇警目菫置

°

旱
薯鵞重霞竃量重電白量

“

輩嚢曇麗霊轟懸文釉鸞麗憑た基艦通鰤史童資餞蒻 義

春
の
昇
伝
審
査

は
Ｍ
鯰
》」F

覇

電藤圭曇香誌呵意に虚颯霰ギぞ詩∵義私 、
節

。
二
声

。
三
気
晶
　
　
　
　
　
　
グ

丸
の
内
第
二
　
則
回
　
童
泉

雅

号

「
泉

」

の

細

鵬

　

斎

藤

　

華

泉

囃蒻蒔脚鍮岬なか［攣敵輻駆嚇轄蹴［

初
伝
審
査
を
馨
熔
は
　
鵜
飼
　
輝
泉

で
開
湖
崎
」
騨
醜
げ
赫
師
酔
鰤
』
峨
懇
か
Ⅷ

こ
の
藩
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
緊
張
度
は
や
は

り
昂
ま
り
ま
し
た
。

,     _

ヘ



「今
回
の
審
査
は
教
本
な
し
で
吟
じ
な
さ
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
今
ま
で
に
増
し
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
改
め
て
素
読
を

何
度
と
無
く
繰
返
し
詩
文
の
理
解
を

一
字

一

句
さ
ら
に
深
め
、
詩
情
を
頭
に
描
き
な
が
ら

吟
じ
ら
れ
る
よ
う
集
中
し
て
練
習
し
ま
し
た
。

外
出
の
時
に
は
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
携
行
し

て
節
調
や
謡
旬
の
チ

ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
歩

き
な
が
ら
の
歩
行
吟
？
な
ど
時
も
場
所
も
わ

き
ま
え
ず
で
し
た
。

そ
し
て
審
査
が
終
わ
り
‥
‥

「吟
じ
る
際
に
回
を
大
き
く
開
け
る
よ
う
に
。

言
葉
が
は

っ
き
り
し
た
吟
に
な
り
ま
す
」
と

講
評
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
指
摘
は
す
ぐ

出
来
る
こ
と
で
す
の
で
早
速
練
習
を
始
め
ま

し
た
。
省
み
ま
す
と
、
今
回
ま
で
の
三
年
半
に
お

た
り
、
曲
ほ
ど
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
頂
き

ま
し
た
諸
先
生
方
を
は
じ
め
教
場
長
、
多
く

の
先
輩
や
吟
友
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
頂
き
を
目
指
し
て

一

歩
づ
つ
努
め
て
行
き
ま
す
。
ご
支
援
宣
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

）
教
場

の
お
か
げ
て
元
気
に
　
　
　
　
　
　
）

新
宿
　
升
川
　
藍
泉

雅
号

「泉
」
を
頂
く
に
際
し
て

日
暮
里
　
締
曲
　
理
泉

罐
癬
曲
『
輯
藤
暉
勒
か
な
ぼ
触
れ
帥
鞭
麟
］

め
ま
し
た
。
初
め
て

「泉
」
と
言
う
雅
号
在

頂
く
こ
と
が
出
来
る
か
と
不
安
に
な

っ
た
か

ら
で
す
。

蛾檄鐵瀧憚』は輸機競継鯉鰤師。、「鋼囃・



雅
写

を
頂
ハしヽ
ザて
マ

¬あ受場精そしの旬のしスとう
中りけに会しまはに後たはのた社
々ま
｀
参会てな良誘楽が持誘び友

典じ色加詩四気しヽわし
｀
合いに会

しヽた々じL年持なれく根せが¬の
声
°
なてそ
｀
ちと
｀
一つまあ詩ゴヒ 意真じ宗で ｀今杯かせり吟ル

味面て家の大かやらん
｀
同フ

で日発信入変らつのL¬好や
心で声条会不思て呑とい会懇
洗熱練¬で謹えい兵おえに親
わ心習真あ慎ばる衝断い入会
れなと善りな酒とのりえらで
るご始美ま議がの私しそな先
毎指ま
底しに飲殺はてのい輩

日導る¬たよめじ詩しヽセかに
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よ
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チつ 名の日調習一結乾決道国
ヤけとが合開練で木しをま館吟昨
ン
｀
く同時催かは曜て度りで剣年

ス時にじコのら発日優るま開詩東
で力新吟ン東始声の勝

蟻
し健舞目

す上し題ク京ま
｀
三をでたさ道本°

達いで :都 り圏時目挑
°
れ大大

鍵に会出ル連まのか指戦時
｀
会震

闘つ員場に三じ闘らしし題千は災
をなにし港十たき行ままも代十で
期がとま区五

°
方なしす昨圏一中

待るりす代周まとわ よ
°
年男月 lL

しま
｀°
表年たいれう五と子十さ

また基 と記 ｀うて ゛十闘の一れ
すと礎 し念六基い毎五じ出日た°
な力 て大月本る月名嗜場に ｀
いを tl―会十の練第団桑が武全

有宣ついり諸 ぎのも昇ま
難しにのま先鈴に連の伝し桜
うく自です生木苦続で審たの
ごお分は

゜｀
会労で入査

°
花

ざ願なと私先長しす会に四も
いいり思に輩始て

゛
し臨月畿

ま致にルヽはのめおいてん醤り
しじ歩まま皆

｀
りま囲で二

｀

たまんすだ様ごまだ年ま園青°
すで
°
まに指すににい

｀
葉°

ま名だ深導
°
ゆなり東若

いに泉く下 りりま郷葉
り恥の感さ 止まし記の
まじ雅謝しヽ めすた念候
すな号しま  ｀が °館と
のいはてし 意緊早にな
でよ早おた つ張しヽてり
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鋼

劇

瀬

割

劇

雅
可

を
頂
ノヽしヽ
ザて

マ
　
滝
沢
　
春
泉
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゛
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魔
｀
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生しヽほてはでは績悔かかつくイ

｀
つたで ツ苦お場精
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｀
一
｀
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°
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感い
｀
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゛
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た
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一も
｀
十  コ

宜す来に面か諸こたえ普
｀
心をてコぬまと目せ曲八 ハン
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｀
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け
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に屋 信 り階初ずがのてとや て点価 来でそにじ出自す岩
つ有さごのま段めにあか

｀
だ仲自吟との審まもこ詠吟番信が崎吟

た警ん指よしをて一の自白じ間分じ
｀
対査じ納でい題まが

｀
先じ

なう他導うた上客応様信分
｀
かでた大象でた得頂合ので持出生た

いご丸
｀
な
°
が観入ながが動らはつきだは

゜
がいつ古時てだにの

一ざのごもそれ釣賞場あ本ま誉今もくと
｀ いたて屋間ずし特は

句しヽ内動のした評さ所り当すめまり□聞態 きア感さがにの騨新
をま第言がての価せでまはたらででをしヽ度  

｀
ド想んあい¬な島

ごし二護湧次かをて何せ上めれ
｀
し開てや 本バをとつま庭ご襄

披た教しヽしヽのな頂頂のん手のてたたけい姿 番イ述別たし上指の
感
°
場たてスときいハでいおもま

・るた勢
′
にスベ室のたの導 彎

し の岩来テい ｀たンしの世 ｀に この
｀ 議で合にで °=を寒

ま 管崎ま ツうここデたか辞仲教 とで発 む初い行
｀
その頂梅

す さ先じプ思れと イ
°｀
だ間場 にそ音 こめまき教じ詠いL° ん生たへいでにもと下と内で 注れ等 とてし

｀
場ていたで

本
｀°
のに一よ付こ手思の先 意らも が自た互で当方のし

当古 自なつりけるなつこ生 しの評 出分
°
ひ同日にでた
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°
れ先す生
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の をえ長はのボしし前
°
背てい
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題とたにξまの大イ台私た生
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°
とで 李句会先 瓢りと たて奥 る今加 1 皆指場
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上   °後し ｀まグで違修 の中

｀
か倫して  たで ででし参 に頂

｀

村
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楽
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橋
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隆
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こ
の
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
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は
か
ら
ず
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入
賞
出
来
ま
し
て
感
激
い
た
し
て
お
り
ま
す
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葉
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数分憶くリツ芝

じ先はず雨な
｀
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｀
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｀
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げを書る体た台かの吟に
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°
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°
れえの
°
なずがた分がで

°
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｀
告
°
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言零
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轟看 督 灘懸壌黍 3運垂菫]



熊
谷
　
和
粟
　
美
子

二
人
の
中
の
三
位
で
す
。
ど
う
喜
ん
だ
ら

良
い
の
か
、
で
す
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
は
喜
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
頂
く
と
嬉
し
い
も
の
で

す
。
カ
ラ
オ
ケ
で
も
絶
対
に
歌
え
な
か

っ
た

こ
の
私
が
、
人
前
で
そ
れ
も
大
勢
の
人
達
を

前
に
ス
テ
ー
ジ
で
詠
う
事
な
ど
青
天
の
露
麗

で
す
。
早
く
か
ら
声
高
ら
か
に
詠
う
分
室
の
格
姉

様
方
に
混
じ
り
、
蚊
の
鳴
く
様
な
声
し
か
出

いしヽか謡上重こつ句⌒ をて広然ず絶まいか けにそ目ね
恥 申とつにげねとな会排私見吟げにる句ずでら出る聞れをて
ず し思てなまてはがで句はたじ力力こ ｀会し親場こしヽな気三
か 上いおりす ｀有り仲V｀いたをんと誤場た切にとてりに度
し げまりお °先難ま間を千もつ抜でに読の

°
なあが頂にし目

な ますま礼特生いすの担代のもきじ心を雰私心た大き納なの
が すのす申に方こ ゛評当圏でり ｀ま掛じ囲自得 つ事

｀
得が挑

ら °で ｀し耳 ｀と発価しのすでまいけな気身をてでそしら戦
三   ｀ご上塚吟と表をて研 °す つままいに気頂

｀
あしま
｀
で

位  ど一げ先の思の間お修  
°
すすし
｀
のをき先るてす吟し

で  ラ緒ま生伸 つ場くり部 出ぐがたそまつ ｀生と先がずた
す  ぞにすに聞てがこま間 来正 ｀

°
しれけ大方思生

｀
る
°

宜精
°
はにおあとすで れ画肩本てなた変はいのや訳公

し進吟大感りるが
°
自 ばを幅番堂いこ心じま指はで園

く致毒変謝まと上俳作 採見にで々こと強めす導りす等
おしにお申すい達句自 点掘足はととはい仲

°
を仲がで

願たつ世し
゛
うにも詠 表えを自吟 ｀｀思間 受間 ｀人

分先たる 昨ス量して
で生が様以圏テでた今前
もか
｀
に前の 1思

°
回回

練らコなか事ジわ名 iまの

習厳ンつらのへず前七コ

不じクて
｀
よ向大を位ン

足い :き少うかき呼入ク
を指ルたしにつなば賞 !

意摘のか声思て声れをル
議を前なはい行でた果の
し受のと大出 つ返時た時
てけ藝思きさた事

｀
すは

しヽまのつくれのをま事次
まし練て前まがしさが点
した習いにす

｀
なに出
｀

た
゛
のま出
°
つが感来そ

の自時しせ いら無まし
独気 やな事二 るそ
演持 はのを位 事の

1 闘なよま ｀等にンが つ
を :う すでで堂にら粛 ´

O                    V

丸
の
内
女
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本
多
　
凛
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会がでりは言位 は通 じとにそも横々嫌つ詩筵鬱
頑良も夢 つ`に出脳り副や鋳て

゛
なの国にとがい吟す

賛 なじ更な轟二ぢ斎ι弯璽象Tぢ港資進進藩奎lttE石
賞 たの前かよるたばにし長くちまま出かしれでまてたで
を いででなり今い十なれのちやすだ発 ｀なる詠すし

゛
?

果 とす上あ一日ね人るま日や lが高時そがとう
°
ま今ど

た 思ね手 :般こ等中事せ頃 : :音点れらちのそいでう
し い °にと二の々 ｀でんの 勉 がになもよでこ ｀はじ
て まま詠 °部頃といし ｀お慣強 出追り詠つすでデタた
すすえ なで夢え よま言れす せいにつと

゛
愛ブ食ら

!ま た のすみ五うた葉るる ずつ声て気信車猫を ?°
す時 で °た十 °緊でわで 悪いがしに号運 卜作て
車は す残い人 張すよし 戦た出まな待転ラリ始
幸
 ` °
念な中 す ゛[よ 苦かるいりち中ポなま

今 んを 着本先私音し じが自精でコいりで
は今で保学い番生の程た当まコ分一すン

｀
ま
｀

亡回くつぶてのの一が
｀
日しンの杯

°
ク先し当

きのれて事吟時吟番気前
｀
たク吟頑い l生た日

主入る時とじに声不に五私
°
1カ張まル方が駄

人賞のず練らはが安な人は ルをつの出か ｀目
だ
｀
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つ一し
｀
すた安に点ず男一 んめ圏分ののれも

た番 よそる様や残を
｀
性四 だて頃に機ごは ｀

と喜うの事な緊 つ練出で番 と自の出会指と元
思んか結

｀
気張て習番しで 心覚成来を導ん々

つで
°
果そが感いし直た最 をす果る頂がでな

てく がししがまで前の後 弓]る を事いあもど
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すの を常た落の つつつ番 めのしれたこ勘 つ°
は 生心 °ちでたててで 直場ではのそ違て
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昨
年
、
直
前
の
東
日
本
大
震
災
で
中
止
と

な

っ
た
岳
精
流
吟
詠

コ
ン
タ
ー
ル
が
、
二
月

十
八
日

（日
）
サ
ン
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
会
員
数
で
出
場
人
数
枠
が

決
ま
り
、
千
代
国
か
ら
は
昨
年
各
教
場
か
ら

選
抜
さ
れ
た
人
名
と
、
幼
少
年
部
の
小
林
君

が
二
年
越
し
の
挑
戦
で
会
を
代
表
す
る
強
豪

と
競
い
大
健
闘
で
次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
に
漏
れ
た
皆
さ
ん
も
僅
か
の
点
差
で
あ

っ
た
と
同

っ
て
い
ま
す
。
捲
土
重
来
を
期
待

し
ま
す
。

寿
栄
の
部
　
一
一位
　
岡
部
　
禎
山

（新
宿
）

入
賞
　
渋
谷
　
辰
風

（銀
座
）

全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て

新
宿
　
岡
部
　
禎
曲

二  一意第て 勝る
何前いチ

｀
とが 書`一二吟

｀
こ私

と日あ工曲
｀
割声研に回剣出とに

なのリンの声れ量究じ絶詩来がと
く練
｀
ジあはるがしま句舞過起 つ

う習解がと前の/1Nた しし道ぎきて

でE漆禁霧
に資
烹奮ふユラ事壱欝

い瞬きずて 無大述 ｀るク
゛
たに

つ間ず一吟 理声べその 1  
°
し

たを悩本じ ををてのでル 寿て°
置ん調る せ強み他 ｀に 栄絶
いで子と ずくま私そ五 の後
ていに
｀ 伸出すなの回 部と

みたなギ びす ゛り防出 で思
た処るア 伸と に上場 準わ
ら
｀
嫌 : び声 留をし 優れ

撃種 9拿碁澄曇誌忘墓等ぢ轟菫急繋黍桜
作菜サまも臨を日れ導頂立気十じ会を花
りの iし女ま思で得のき派の

二め長
｀
の

で花ジた性れいごぬ賜まに中名東
｀
四季

曇曇露醤i詈言]軍繁縫』雪撃[馨曇量
え
｀
けの式思複し一くこ事り七先任日谷

吟
じ
終
え
て
、
そ
れ
な
り
に
手
応
え
は
あ

っ
た
が
、
二
位
ま
で
も
と
は
全
く
想
定
外
て

し
た
。
吟
を
始
め
て
六
年
半
、
結
果
は
別
と
し
て
、

色
々
考
え
な
が
ら
調
整
出
来
る
よ
う
に
な

っ

た
吟
カ
ア
ッ
プ
を
素
直
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

偏
に
教
場
の
酒
井

ｏ
橋
本
両
先
生
を
は
じ
め

諸
先
生
の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
無
意
識
の
中
に
こ
れ
位
の
吟
が

出
来
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催明
曲

¬熊◇
ell谷◆
立分◇
一室◆
熊周
谷年
分記
室念
長の
集

/Jヽしヽ
林
L

懇
親
会
場

へ
の
移
動
の
時
は
ホ
テ
ル
の
バ

ス
を
ゆ

っ
く
り
走
ら
せ
て
熊
谷
の
桜
堤
を
見

物
し
て
頂
き
ま
し
た
。
管
さ
ん
歓
声
を
上
げ

て
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
会
場

の
横
断
幕
も
鈴
木
会
長
の
ス
コ
ー
ガ
ン

『
ワ

ン
モ
ア

（も
う

一
歩
前
進
）
の
集
帥
』
を
掲

げ
懇
親
会
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
の

お
礼
の
言
葉
の
中
で
、
今
回
は
地
震
も
無
く

穏
や
か
な
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
と
申
し
上
げ

る
と
先
生
方
も
笑

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

会
員
も
心
を

一
つ
に
し
て
式
典
を
開
き
、
ま

た
詩
吟
を
励
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
吟
道
を
通
し
て
豊
か
な
心

を
養
う
と
共
に
良
き
友
を
求
め
、
良
き
社
会

造
り
に
貢
献
出
来
れ
ば
と
言
う
理
念
を
持

っ

て
会
員
の
皆
様
と
共
に
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
先
生
方
の
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日  会ま講も かが夫ハ新第
程  場■

ダ撃塞魯芳皐写冨
三
拿

BA 6杉 杉 り通員ちで備 ｀二第の
ググ ○並並 まりがらお委鎌

°
二温

ルル 三区公 すで分もり員 ケB｀習
:l l上 会  °｀担杉 ｀会谷グ清会
ププ 三荻堂 ご今し並会がのル水は
二一  協後て公場発二 l ｀ゝ

十十 二 |  ~/J皆の会は足組プ丸A

曇曇 :手  量2曇量基灘彊暑曇〔
員員 窓五  鯉鱗墾警轟爾臭嘉貢ξ
各杢 ~   じ婁なた鍾彗市興整鍵
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る 剛 て ツ気爾畠る割の所 へじでてでので分の儀場水 運波分教残
陽薄邸修笑ク分意わすり差に高夕た梅下簡 躍入で開道の戸当れで室場に東

気曇 翌勁類によしし姿にしブ橋ク
゛
はさ単弘れ爾構鑢黄駅圏の肝長長水圏  鞠

たり二絡で黄くたたは多入ルさシ次早いに遺ず着えへ間に早三心にか戸本  時
堪で踪わ一問合水気をひれ :ん 量はかと説鑢

｀｀
と歩様十暁月の手らへ大  て

能らか つ枚様吟戸分くmの シの医 っヽ弓:鴫鍾案建向くの七は八梅配轟梅震 丸の
しつらたパと

゛
とで
｀
光心 !知分圏たきし纏内物壁

°
像各も国のしての災 の本

てた千好チミ種梅 峨 客遺 卜り業本が還
｀
花のれに鱗のが余の間て

｀
時か 内戸

劉が渡文リスよがビ々もいを合し三全すど豊女は歴接前集震鐘整頭水季ら 第吟
め春湖亭

°
水く題 |だやま難しヽて名置

°
う賞性震史しでまが行がい戸に一 二行

てががは 戸咲材ルけつでし`の自園で高ぞす l・■災菱た全りあと大た出吟年  会
の近楽烈 梅1/1の ででく頭て方かの心橋ゆ‐庭被感三員 つ`な遅が身行

｀ 八
教いし公 大た詩喉名りく ｀がう一行さつ詩内害じの写またつれ

｀
の会ま 圏

場とめの 使紙をを国と
゛
湾程
°
つくんく文ののな丸真ずがた

｀
今轟とだ

吟懲る愛 を権幾繭を麟平とよ 諧まのり板斎修が小を駅
｀°
一年機の属 仁

行わ
°
し 入をつし数を藝料い 業で先時の曜覆う学撮繭 」 力の鎌譲癌 饉

会せ た れバも ｀り下の理場 園吟導じ前公中菫絞 り広R 薦寒倉がの

《咸
洟
ぽ
贔
瘍
》

会 に :早国の決の
室会万 卜々

臨
条晴花去

長量全をか集件無見る
が十を致ら合よ懸吟四
顧五期き公となの行月
け名し
｀
国しつう会九

つにて酒中たたえを固
けゲく肴Jかが

°
桜企⌒

てスれを部
｀
十も画驚

く卜た用桜幹一丁実
V

れと
゛
意の事時度施清｀
し す大の半満し水
まて る本繭¬開た教
ず太 なの々小で °場
一懇 ど下さま金 ｀当で
同章 設に動井絶圏は
ノ鸞 営シ方公好は春

」
終
わ
り
ヽ
夫
々
が
名
産
晶
を
お
土
産
に
ダ
）

途
に
続
い
た
。

下
調
べ
か
ら
、
弁
当
等
の
手
配
ま
で
し
て

く
れ
た
高
機
分
室
長
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

春
の
花
見
吟
行
会
清
水
　
星
野
　
久
饉

打締通な でて参¬畿来れ時をら時 ド
わめとが眼一しヽく桜へたて声敷ず議を
上で小ら繭応た

に`と
゛
しヽだい体を爾

げ今一
｀
通締
°
管¬進nllた つて日スし

を固時十広轟太覇確行入のたい並夕た
しの間分がり銀々

にし間でがたの :あ
た花
｀
なる宴ゲど¬たも

｀｀
の人卜を

見¬酒桜会ス気春がなこ音で出
°｀

輸畿と又ヘト持
L｀いち静

｀
でウ十

行め料桜このちな時会のか最
｀
イニ

会の理に移蘇良ど題員もだ初圏 1時
を本に調つ載く季はか次耳は適ク頃
二遣舌をた作発節矢ら第を遠にデか
時り鼓楽

°
っ声の張順に鍾慮も :ら

選
Lを し 書をもり次乗けがシに各
ぎを打ま 夜続の¬古 つてち |も 大
に手つせ 臨けが梅参てくの卜詢の

ヒ
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平
成
廿
五
年
度
昇
伝
審
査
指
定
吟
題

初
伝
　
海
南
行
　
　
　
　
　
細
川
　
頼
之

（天
二
九
）

山
中
間
答
　
　
　
　
　
李
　
白

（天
九
八
）

中
伝
　
偶
成
　
　
　
　
　
　
　
朱
　
喜

（天
六
七
）

早
に
自
帝
城
を
発
す
　
李
　
白

（天

一
人
○
）

短
歌
　
教
本
の
中
か
ら
自
由
選
題

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
型
の
ど
れ
で
も
よ
い

奥
伝
　
一
声
の
仁
　
　
　
　
西
郷
　
南
州

（続
天

一
三
）

王
昭
君
　
　
　
　
　
　
李
　
自

（続
天
二
七
）

俳
句
　
教
本
の
中
か
ら
自
由
選
題

皆
伝
　
田
原
坂
秘
唱
　
　
　
島
田
　
磐
也

（人

一
三
九
）

閑
遊
　
　
　
　
　
　
大
窪
　
詩
仏

．
　

（地
三
三
）

総
劃

躙

覇

國

翻

測

員

総
本
部
組
織
の

一

日
か
ら
も
新
し
く
一

と
な
り
ま
し
た
。

副
幹
事
長

研
修
運
営
部
副
部
長

審
査
管
理
部
副
部
長

（新
）

研
修
学
術
部
副
部
長

同
　
　
　
　
　
部
員

広
報
部
副
部
長

婦
人
部
副
部
長

幼
少
年

・
寿
榮
部
副
部
長
　
　
　
橋
本

部
員

　

（新
）
中
野

【
新
会
員
紹
介

】

◇
丸
の
内
第
二
教
場
鎌
倉
分
室

鈴
木
　
　
論
氏

（二
月
入
会
）

高
橋
分
室
長
、
犬
飼
尭
山
氏
の
ご
近
所

の
手
打
ち
蕎
麦

「千
花
庵
」
の
ご
主
人
、

店
を
ご
子
息
に
譲
ら
れ
た
の
を
機
会
に
長

い
馴
染
客
の
分
室
長
か
ら
の
熱
心
な
勧
め

が
あ
り
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
早
々
に
昇
伝

審
査

へ
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
、
宗
家
の

テ
ー
プ
で
熱
心
に
独
習
、
審
査
の
先
生
の

賞
賛
を
頂
き
ま
し
た
。

◇
東
陽
町
教
場

伊
藤
　
正
雄
氏

（三
月
入
会
）

鵜
飼
輝
夫
様
の
ご
紹
介
に
よ
り
東
陽
町

教
場
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
詩
吟

は
全
く
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
全
力
に

て
つ
い
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
明
治
生

命
を
平
成
十
五
年
十
月
に
定
年
退
職
し
、

現
在
六
十
八
歳
に
な
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
東
陽
町
教
場
調
布
分
室

塩
月
　
崇
史
氏

（四
月
入
会
）

親
友
の
渡
辺
慎
二
さ
ん
の
ご
紹
介
で
調

布
分
室
に
入
会
致
し
ま
し
た
旧
明
治
生
命

印
知
醐
「塩胡
暖
融
畳
紳
れ餃
け
だ
動
り
“

勧
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
園
芸

（三
十
余
年
）
に
プ
ラ
ス
の
趣
味
と
致
し

た
く
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

◇
ハ
ザ
マ
教
場

三
島
　
　
寿
氏

（
一
月
入
会
）

ハ
ザ
マ
Ｏ
Ｂ
、
趣
味
が
ゴ
ル
フ
と
酒
と

カ
ラ
オ
ケ
と
賑
や
か
大
好
き
な
、
明
る
い

人
で
す
。
入
社
当
時
の
社
長
が
塩
谷
　
温

先
生
の
指
導
を
受
け
て
い
た
た
め
、
詩
吟

に
は
興
味
を
持

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

）孵ル
先マ幹
畔
毅
綱
鵬
雛
期
動
か
知
瑚
紀
かヽ

華
編
華
集
轟
後
棄
記
華

昨
年
は
、
大
震
災
で
自
粛
し
た
全
国
吟
道

大
会
が
二
年
振
り
に
開
催
さ
れ
る
。
東
北
の

確
麒
盪勧
］
だ趨
銭
麟「
靴赫
敏
あへ和称
罐

田
も
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
百
九
十
名
を

超
え
る
過
去
最
多
の
参
加
申
し
込
み
を
し
て

い
る
。
高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減
少
は
吟
界
全
体

の
抱
え
る
大
き
な
課
題
だ
、
千
代
田
と
し
て

稿
ご
鉢
け
脚
喝
鵬
始
ざ
麒
「
を
集

（
め
κ
咄
珠

陽淳
泉風

名部
がが
就改
か編
れさ
合れ
計
｀

九千
名代

菅八犬山徳酒磯
原田飼日本井田

龍仁尭隆順帆精
琴風山風風風信

′Iヽ土◇

壁壱

'爵

霧婆市 撃奪奮ワタ`事t下鎮稗た一た`入`加の貴谷すなにる見°た手 ざ
三暮震倉療t貧言診」覆罰有言渠N奮貫警署

曇詈曇暑こ票玉豊]こ甚i讐増墓it吾
す
箸

°
か念得見ら交一室願康会とき輩に

｀
入 づ

な大る学心ダ月 い的に ｀
｀
の映時会 く

分会・へ地ン入 致な至詩先熱画代
V 
り

室に少
°
よス会 し楽り吟輩心鑑小  の

馨桑董冒曇奮
V 
民巣二骨房曇曇百  言

つ
ん

１
上

魅
°
節違いき心  が女しが見が体


